
第７学年１組 英語科学習指導案 

令和６年１１月８日（金） 

指導者 三成 拓亜  

ALT     Sarah Peterson 

 

１ 単元名  Discover Japan (NEW CROWN English Series 1  Unit 6) 

 

２ 単元の目標 

  来年度ホームステイにやってくるシアトルの中学生に，日本の観光地について知ってもらうために，

自分の経験や感想，観光地の情報などを簡単な語句や文を用いてまとまりのある内容にして書くこと

ができる。 

 

３ 内容のまとまり 

書くこと 日常的な話題について，事実や自分の考え，気持などを整理し，簡単な語句や文を用

いてまとまりのある文章を書くことができるようにする。 

 

４ 単元の評価規準（書くことの評価規準） 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・一般動詞の過去形を用いた表現

の特徴やきまりを理解してい

る。 

・自分が経験したことや行ったこ

とがある場所について，過去形

などを用いて書く技能を身に

付けている。 

シアトルの中学生に自分自身の

経験や日本の観光地について知

ってもらえるように，簡単な語句

や文を用いてまとまりのある文

章を書いている。 

シアトルの中学生に自分自身の

経験や日本の観光地について知

ってもらえるように，簡単な語句

や文を用いてまとまりのある文

章を書こうとしている。 

 

５ 基盤 

（１） 教材観 

 本単元では，旅行の思い出についてのブログが題材に取り上げられている。ケイトは日本で訪れた

様々な場所（長岡や高松）についてブログにまとめている。ブログにはケイトの訪れた場所や，そこ

で行われたイベントの説明や感想が書かれている。またそのブログを読んだディヌーとの対話の場面

も紹介されており，ブログを通してケイトの体験や思いを読み解いていく流れで構成されている。言

語材料には一般動詞の過去形（規則変化，不規則変化）が用いられている。単元を通してケイトと同

様に，自分が今までに訪れた場所やそこで参加したイベントなどについて，過去形を用いながら説明

することができるようになる。単元の後半には，生徒が自分で経験した思い出を絵日記に書く言語活

動が設定されている。今までは小学校で学んだ表現の範囲内で過去形を用いて週末や長期休み中にし

たことなどを表現していたが，より具体的に自分の体験や感想を表現できるようになる。日記やブロ

グなどの活動に適した単元であると考える。 

 

（２） 生徒観 

 本学級の生徒はコミュニケーション活動に対する意欲がとても高く，自分自身のことを語り合った

り，テーマについて話し合ったりするような活動に意欲的に取り組み，お互いに意見や自分自身のこ

とを伝えやすい雰囲気がある。友だちの意見に対してあいづちをうったり，その場でコメントを返し



たりするなど，温かく親しみやすい学級集団でもあるため，臆することなく豊かに自己表現をしよう

とする生徒も多い。一方で学習に困難を抱えている生徒も数名在籍しており，表現の正確性に欠けた

り，語彙数が少なく，伝えたいことを伝えられなかったりすることも多くみられる。また一度に多く

の英語を聞いたり読んだりすることが苦手で，そういった学習場面になると学習意欲が低下してしま

う生徒も何人か在籍している。多様な生徒を個別に支援し，より多くの生徒が目標を達成することが

でき，学習に対して主体的に取り組んでいけるように，生徒の学び方に合うような様々な支援が必要

になる。 

 

（３） 指導観 

本校英語科は「自分のもっている力を駆使してコミュニケーションを図る子どもの育成」を目標に，

①相手意識や目的意識が明確になる単元構想の工夫，②個に応じた支援場面の設定に重点を置いて授

業を実践している。各重点項目の本単元における取組は次のとおりである。 

 

① 相手意識や目的意識が明確になる単元構想の工夫 

本校では毎年７月にアメリカシアトルから留学生が 24 名程度訪れ，ホームステイをするとともに

２日間学校生活を共に過ごしている。交流を通して生徒たちは異文化との触れ合いのおもしろさや，

英語を使ってコミュニケーションをとることのやりがいを楽しんでいる。本年も７月に全学年におい

て充実した交流を行うことができた。７年生の生徒たちも初めての体験を終え，すでに来年度の交流

を待ち望んでいる。そこで来年度訪れる予定のシアトルの生徒たちとの事前交流の場として，訪れた

ことがある日本の場所（観光地）を紹介することとした。シアトルの生徒たちは外国語として日本語

を学習しており，日本文化や日本の観光地などの高い関心を持っている。相手にとって必要な情報で

あるとともに，本校の生徒にとっても英語でコミュニケーションをとらなければならない目的もある

ことで，意欲的な学習につながると考える。  

 

② 個に応じた支援場面の設定 

 生徒が学習に対して見通しをもち，主体的に取り組んでいけるようになるために，本校では UDLの

オプションの視点を取り入れた学習支援を行っている。生徒にとって自分に合った英語の学び方は人

それぞれであり，英語の学習や授業のねらいを達成するために，困難さを抱える生徒は少なくない。

そのような場面で，授業のねらいを変えることなく，生徒が自分に合った学習方法やプリントなどを

自分で選び学習を進めていくことは，学びを深めるとともに，意欲的に学習に取り組もうとする態度

にもつながると考える。Google Classroomによるヒントカードの配信，作文活動におけるタイプ別ワ

ークシートの作成など，様々な学習場面において，生徒の躓きや困難さをイメージしながら，必要に

応じた学習支援を行うようにしている。 

本単元では過去形が新出の言語材料として扱われている。過去形は小学校の英語の授業においても

取り上げられている言語材料でもあり，生徒にとっても身近に感じられる文法事項である。昨日のこ

とや週末のこと，これまでに体験した学校行事などについて，自分の体験をより豊かに相手に伝える

ことができるようになるために，繰り返し言語活動を設定する。went, enjoyed, ateなど小学校で学

んだ過去形を活用しながら，さらに生徒が伝えたい内容に関する過去形を拡げていくことで，慣れ親

しみながら学んでいけるようにしたい。また自分にとって必要と感じられる過去形表現を増やしてい

けるような支援を行いたい。 

 

 

 



６ 指導と評価の計画（全 10時間 本時３/10） 

時間 ねらい（■）・主な言語活動等（丸数字） 知 思 態 備考 

１ 

 
■単元の目標を理解する。 

■「最近，休日に行ったこと」について伝え合う。 

①「昨日行ったこと」について教師とやり取りする。 

②一般動詞の過去形の構造と意味を確認する。 

③単元ゴールを知る。 

   記録に残す評

価は行わな

い。ただし，

ねらいに即し

て生徒の活動

の状況を確実

に見届けて指

導に生かすこ

とは毎時間必

ず行う。 

２ 
■「小学校での思い出」について伝え合う。 

①教科書のブログを読み，一般動詞の過去形の構造と意味を理解す

る。 

②教科書のブログを参考にして，「小学校での思い出」についてペア

とやり取りする。 

③やり取りした内容をふまえて，小学校での思い出について書く。 

   

３ 

本 

時 

■「行ったことがある場所」について伝え合ったり書いたりする。 

①行ったことがある場所について教師とやり取りする。 

②教師と ALT の対話を聞く。 

③教師と ALT のやり取りを参考にして，ペアとやり取りする。 

④やり取りした内容をふまえて，自分が行った場所について文章を

書く。 

   

４ ■「今年度行われた行事」について自分の気持ちを入れながら書く。 

①「今年度行われた行事」について教師とやり取りする。 

②教科書の対話文を読み，過去形（疑問文・否定文）の構造と意味

を理解する。 

③今年度行われた行事について伝え合う。 

④話した内容をふまえて，行事について書く。 

   

５ 

６ 
■自分の気持ちや感想を盛り込んだブログの書き方を理解する。 

①教科書のブログの記事を読み，概要を捉える。 

②気持ちや感想の表現の仕方について理解する。 

③自分の体験を振り返り，ブログの構成を考える。 

   

７ 

８ 

９ 

■「今までに行ったことがある場所」について，自分の気持ちを盛

り込みながら，まとまりのある文章を書く。 

①教科書の絵日記を読みながら，考えを整理し，まとめる方法を理

解する。 

②自分の行ったことがある場所に関するエピソードをまとめる。 

③ペアでやり取りする。 

④やり取りした内容を振り返り，確認する。 

⑤ブログ原稿を作成し，パドレットに投稿する。 

   

10 ■「今年の一番の思い出」について，事実や自分の気持ちを整理し

簡単な語句や文を用いてまとまりのある文章を書く。（パフォーマン

ステスト） 

①伝えたい情報，自分の気持ちなどをまとめる。 

②英文にして書く。 

○ ○ ○  

後日 
ペーパーテスト 

○ ○   

 

 



７ 本時の学習（３／10時間） 

(1) 目標 過去形を用いた表現の特徴やきまりを意識しながらやり取りしたり書いたりすることができ

る。 

(2) 展開 

学習場面と子どもの取組 
学びの多様性 

（予想される困難さ・つまずき） 
教師の支援 

１． Warm Up 
(1) Greetings 

 
(2) English Song 

 
 
 
 
 

(3) 新出単語チェック 
 
 
 
 
 

(4) 本時の学習目標を確認す
る。 

 
 
 
２． 「行ったことがある場所」に

ついて話す。 
(1) ALT が今まで訪れたこと

がある場所について話
す。 
 
 

(2) 教師と ALT とのやり取り
を通して，本時の活動の
イメージをもつ。 
 
 
 
 
 

(3) ALT の話した内容を確認
する。 
 
 
 

(4) 行ったことがある場所に
ついて過去形を用いてペ
アでやり取りする。 

 
 
  

 

 

 
 

 

・歌詞のどこを歌っているのか分か

らなくなり，曲に合わせて歌うこと

が難しい。 

 

 

 

・一度に多くの単語を学習すること

が難しい。 

・文字への抵抗が強く定着しづら

い。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ALT が話している内容や，教師
とやり取りしている内容が理
解できない。 

・英文を聞き取ることができな
い。 

・対話に使われている単語の意味
が分からない。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・どのように伝えていいかわから
ない。 

・行ったことのある場所が思いつ
かない。 

・場所を伝えた後，どのように対
話を続けたらよいかわからな
い。 

・動詞の過去形がわからない。 

 

 
 
 
オプション 

○単語一覧，◎イラスト入り 
 
 

 

 

オプション 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・スライドでイラストや写真を提
示したり，キーワードを示した
りして理解しやすくする。 

・対話の際にも聴覚情報だけでな
く，スライドを再度示すこと
で，視覚情報による支援も行
う。 

・短く理解しやすい紹介をするこ
とで聞き取りやすくする。また
その後により詳しい紹介をす
ることで，得意な生徒の参考と
なるようにする。 

 
・ALT の紹介文の概要をスライド
で提示し，紹介の流れをイメー
ジできるようにする。 

 
 
オプション 

 
 
 
 
 
 
・次の対話に生かせるよう「言い
たかったけれど言えなかった
表現」を確認する。 

 

「行ったことがある場所」についてやり取りしたり書いたりしよう。 

①プリント(全文表示)を見ながら歌う。 

②スクリーンに表示された歌詞（一文ず

つ表示）を見ながら歌う。 

 

①英語+日本語練習シートで練習する。 

②英語+日本語+イラスト練習シートで，

重要単語に絞って練習する。 

 

 

①ALT の紹介文の概要を見ながら。 

②過去形一覧を見ながら。 

③教師と ALT のやり取りを想起しなが

ら。 



３． やり取りした内容をもとに
「行ったことのある場所」に
ついて書く。 

 

・過去形の文を正確に書けない。 
・書きたい単語のつづりが分から
ない。 

・何を書いてよいか分からない。 

 

 

 

 

 

個々に合ったワークシートを用
意する。 

オプション 

 

(3) 見届けの視点 

目標が達成されたと判断される状況 努力を要する状況への手立て 

過去形の文を使って，やり取りしたり書いたりしてい

る。 

例：I went to Hiroshima last year. 

    I enjoyed Okonomiyaki. 

    It was delicious. 

ALT の紹介文を振り返ったり，タブレット等のオプシ

ョンを活用したりして過去形の使い方を再度確認す

る。また発話の際に教師が言い直したり，書かれた英

文を訂正したりする。多かった誤りがあれば，次時に

全体で共有する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

過去形を用いた表現の特徴やきまりを意識しながらやり取りし

たり書いたりしている。 【評価方法 発言，ﾜｰｸｼｰﾄ】 

見届けの視点 

①ALT の紹介文の型に語句を埋める。 

②自分で自由に書く。 


